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本書は、中世～近世前期頃の日本の金山（金鉱山）を中心
とした鉱山史に関する諸研究をまとめたもので、2022 年
２月に急逝した中世考古学の大家・萩原三郎の遺稿を基
に上梓された。テーマの中心は甲斐金山、特に黒川金山と
湯之奥金山の二つの遺跡であるが、鉱山に関する考古学的
研究の通史として読むこともできる。
本書では考古遺物の中でも、鉱山臼 (こうざんうす )と、
金が付着した素焼きの小皿片 ( かわらけ ) に多くの頁が割
かれている。晩年、全国的視野で鉱山臼の研究をしていた
東京大学名誉教授の今村啓爾氏に対して共同研究の企画
を打診していたことからも、著者がこれらの遺物に対して
さらなる研究の必要性を認めていたことが窺い知れる。
鉱山臼とは、動力による鉱石粉砕の普及以前に使われた
道具である。産金には、河床の砂金をさらう川金、段丘など
の林間に堆積した砂金を採る柴金、そして、鉱石を採掘す
る山金があるが、山金採掘は事業化の難度が高く、採掘後
も鉱石を粉砕するプロセス、「粉成（こなし）」が必要となる。
その作業で使われるのが鉱山臼で、研究で重視される理由
は、種類や出土の状況から鉱山技術の発展や地域間交流の
状況が分かるからである。
一方、かわらけは、鉱山以外の場所でも発掘されるが、注
目すべきはそれに付着した金の純度や組成である。武田氏
の親族衆、勝沼氏の居城「勝沼氏館跡」（甲州市）から出土し
たかわらけの金を黒川金山から見つかったものと比較す
ると、純度や金以外の金属元素が一致する。このことから
黒川金山で採掘され碁石金の形で運ばれた後、ここで何ら

かの加工がされたことが分かるという。
金山は、1980 年代からの総合学術調査でイメージが大
きく変わった。かつて文献史学を中心とした研究では、金
銀山や金堀 ( かねほり ) は大名権力にがっちりと組み込ま
れていたと考えられており、「金山（かなやま）衆」と呼ばれた
甲斐金山の鉱山労働者たちも甲斐武田氏の支配下にあっ
たと考えられてきた。しかし調査によって茶の湯道具の出
土や経済力を示す光背型石塔が確認されたことで、現在、
金堀には「山で働いた自立的・主体的な民」という生き生
きとした姿が与えられている。
浮沈が激しく再生産ができない金山の世界。それを生業
にした人々とその生活が総合的な見地からの研究により
明らかになりつつある。豊かで深みのある金山の世界が浮
かび上がってきているのである。
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